
森吉山の樹氷

あけましておめでとうございます。

社会減少の半減はどう実現 森づくり税をクマ対策に

本会議場で総務企画委員会の
委員長報告を行う

▲

　県は平成30年から33年までの県政運営指針
である「第3期ふるさと秋田元気創造プラン」を
策定中だが、その中で人口の社会減少を半減
させる目標を示している。所管する総務企画委
員会で、目標達成に向けた具体の道筋につい
て尋ねたが納得する答弁が得られなかった為、
総括審査で知事に直接質問する。若者の県外
流出は戦後一貫して続いており、構造的な要因
も大きい。高い目標を掲げるのはいいが、達成
には県内就職率の向上や移住定住・Aターンの
促進など具体の施策を着実に実行し積み重ね
る必要がある。また対象となる若者やその親
世代に対して秋田での生活が思い描けるような
イメージを伝えることも大切だ。質問に答えて、
県は2月議会までに関係部局を取りまとめた

具体の道筋を示すとのことでした。

　秋田県は平成20年から森づくり税を徴収
（個人年額800円、法人1,600円～64,000円）
しており、5年毎に見直しを行っている。現在、
来年度からの次期計画を策定中だが、おりしも
国においては森林環境税の導入が決まった。
　総括審査においては、似たような2つの税金
の目的の違いについ
て質すと共に、県の
森づくり税については、
クマ対策に有効な広
葉樹林再生事業や
道路沿いの森林の
刈払いなど、必要性
の高い事業に有効
に使うよう要望した。

秋田県議会議員
総務企画委員長

北林　丈正

地域の話題盛り沢山！

北林たけまさ
http://blog.kitabayashi-takemasa.com/

〒018-3322 北秋田市住吉町4-14
TEL 0186-69-9500　FAX 0186-63-2733

北林たけまさ

　平成30年の幕開けを心よりお慶び申し上げます。昨年県内では記録的大雨や過去に
例がない程のクマ被害、北朝鮮籍船の漂着など県民の安全を脅かす事態が幾つも起こ
りました。出来うる限りの対策を取り、安全な暮らしを確保するよう議会としても努力してま
いります。
　さて、今年は日沿道の大館能代空港インターチェンジが開通します。空港開港から20
年目にして陸路と空路が一体となった高速交通体系の実現です。広域観光の推進や産
業振興に大きく寄与するものと思います。また農業においてはコメの生産調整が廃止と
なる歴史的な転換期を迎えます。需要に応じた生産を進めながら、農家の所得向上に向
けた各種取り組みを強化してまいりたいと思います。今年も地域密着で一生懸命活動し
てまいります。皆様のご指導ご鞭撻をお願い申し上げ、合わせて今年一年のご健勝とご
多幸をお祈り申し上げます。

12月議会総括審査

〒018-3322　北秋田市住吉町4－14 編集／秋田県議会自由民主党会派  政務調査会
〒010-8570 秋田市山王4丁目1番1号［県議会内］
電話 018-860-2040  FAX 860-2102

ご質問、ご意見をお聞かせください。
発行／平成30年1月1日

自由民主党北秋田市・郡第二支部

ごあいさつ 自由民主党会派 会長 鈴木 洋一
　新春にあたり県民の皆さまのご多幸を心よりお祈り申しあげます。
　昨年10月の衆議院総選挙において自民党は公示前と同じ284議席を獲得し、衆議院の単独
過半数を超え、公明党と合わせて与党は全体の3分の2を超える313議席となりました。このことは
「安定した政治基盤の下でこれからも政治を前に進めよ」と多くの国民・県民の皆さまから強く
背中を押していただいた結果であり、心より感謝申し上げる次第であります。
　さて、秋田県においては最大の課題である少子高齢化への対応、頻繁さを増す北朝鮮
のミサイル発射、秋田県沿岸への同国軍隊所属漁船や漁具漁民の漂流漂着の脅威など、秋田県
の問題のみならず国難ともいえるふたつの大きな事態を抱えています。私たち県議会自民党会派は
これらの大きな課題を含め、県民の不安などに真正面から立ち向かい、皆さまと共に安心できる秋田
県の未来を切り拓くとともに、県民の皆さまとの意見交換や対話集会などをとおして、活力ある秋田
を目指してまいりますので、今後ともご指導ご鞭撻をくださいますよう、よろしくお願い申し上げます。
　最後に、本年が、県民の皆さま一人ひとりにとって、実り多き、素晴らしい一年となります
よう、心よりお祈り申しあげます。

謙虚に政策を進め、秋田の未来を拓く！
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大仙市 大仙市
下淀川地区

冠水・雑物流入の復旧

秋田市

仙北市 橫手市
祭田地区　排水路
土砂流入の復旧

由利本荘市

　【北秋田市で目撃された親子グマ】　【北秋田市で目撃された親子グマ】災害復旧予算 224億円総額

　国の平成29年度予算において、本県
唯一の未着手区間「真室川雄勝道路」
が新規事業採択されたことで、県内全
ての未整備区間が事業化されました。
　今年度内には、「あきた北空港ＩＣ
（仮）～鷹巣ＩＣ」間が開通する予定と
なっており、本県のアクセス状況は確実
に向上しています。

　７・８月に発生した大雨被害に対し、被災直後に被害の拡大を防ぐ
応急仮工事を行い、現在は国との太いパイプを生かして、市町村と連携
しながら道路、河川や農業設備などの早期復旧を進めております。

●都市公園、野外施設等への緩衝帯や電気柵の
　設置 (H30～）

●猟銃免許取得・猟銃購入支援等による狩猟者の
　育成・確保
●クマの捕獲権限を、県から市町村へ移譲 (H30～）

●クマの生息数調査
●クマと県民の生活圏を棲み分け、エリアに応じた
　対策の実施 （H30～）

高速道路の状況について

国土開発幹線自動車道

地域高規格幹線道路

供用区間(有料区間)

供用区間
整備区間
調査区間

供用区間(無料区間)
事業中区間(新直轄事業)
事業中区間(A′事業等)
基 本 計 画 区 間
予 定 路 線
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事
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中

計
画

供用区間
整備区間

計画路線

候補路線

凡　　　例

1 大曲西道路 2 秋田中央道路
3 角館バイパス 4 岩谷道路

地域高規格道路 凡例

……… 158億円
………   28億円
………   38億円

８月
９月
12月

補正予算
補正予算
補正予算

平成29年度1,647万円クマ対策について……

　７・８月に発生した大雨被害に対し、被災直後に被害の拡大を防ぐ　７・８月に発生した大雨被害に対し、被災直後に被害の拡大を防ぐ

予  算

国と県が一体となり、
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　延長   17.9km
　県内分  9.9km
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７・８月の大雨による被害からの復旧状況について

クマと人間の棲み分けの明確化 侵入の防止

有害捕獲等の強化

クマによる人身被害や集落周辺への出没が多発していることから、
これまでの取組に加え、今後さらに被害防止対策を強化します。

国道341号 下淀川地区(諏訪橋)
応急復旧状況

雄和岩城線　後野地区
仮設迂回路設置状況

田沢湖西木線　相内潟地区
応急復旧状況

観音前地区　衣川左岸
大型土のう設置状況


